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WB 1:1000-1:5000,IHC 1:1000-1:10000,ICC/IF 1:100-1:200,FC 1:50-1:100

Calculated MW:174 kDa; Observed MW:>200 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ATP結合カセット（ABC）トランスポータースーパーファミリーのメンバーです。ABCタンパク質は、細胞外膜および細胞内膜を介して様々な分子を輸送します。ABC遺伝子は7つの異なるサブファミリー（ABC1、MDR/TAP、MRP、ALD、OABP、GCN20、White）に分類されます。このタンパク質は、多剤耐性に関与するMRPサブファミリーのメンバーです。このタンパク質は肝細胞の毛細管（頂端）部で発現し、胆汁輸送に機能します。基質にはビンブラスチンなどの抗がん剤が含まれるため、このタンパク質は哺乳類細胞における薬剤耐性に寄与していると考えられます。この遺伝子には、抱合型高ビリルビン血症を特徴とする常染色体劣性疾患であるデュビン・ジョンソン症候群（DJS）の患者において、いくつかの異なる変異が観察されています。[RefSeq提供、2008年7月]
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	MRP2 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用して HepG2 細胞抽出物をウェスタン ブロット分析しました。

